
『警報・注意報』発令及び『東海地震』・『Ｊアラート』対応 

 

１ 警報・注意報発令時  

   ※警報・注意報の発令地区は居住地及び下田市とする。 

警報、注意報 対               応 

 発令時 学校の対応等 生 徒 の 行 動 

暴風警報発令    
 

登校前 

授業は行わない
ので生徒は自宅
で待機する。ま
たは安全な場所
に避難する。 

・午後４時までに解除された場合は、安
全を確認し、直ちに登校する。ただし、
伊豆急行、東海バスが不通の場合、利用
者は自宅待機し、運転が再開した場合は
安全を確認し、直ちに登校する。 
・午後４時の時点で警報が解除されない
場合は、休校（家庭学習）とする。 

登校後 
授業を中止し、
生徒を下校させ
る 

・下校路の安全に留意し、下校する。 
・安全に下校することが困難な生徒は、
保護者と連絡を取り適切な対応をする。 

大雨、洪水な
どの警報及び
注意報発令 

登校前 
原則として授業
を行う 

・安全に登校できる生徒は登校する。た
だし、伊豆急行、東海バスが不通の場
合、利用者は自宅待機し、運転が再開し
た場合は安全を確認し、直ちに登校す
る。 

登校後 
原則として授業
を行う 

・気象情報や地域の実情に応じ、下校す
る場合もある。 

津波警報発令 

登校前 

授業は行わないの
で生徒は自宅で待
機する。または安
全な場所に避難す
る。 

・午後４時までに解除された場合は、安
全を確認し、直ちに登校する。ただし、
伊豆急行、東海バスが不通の場合、利用
者は自宅待機し、運転が再開した場合は
安全を確認し、直ちに登校する。 
・午後４時の時点で警報が解除されない
場合は、休校（家庭学習）とする。土曜
補講等午前中の日程の場合は、午前７時
の時点とする。 
・解除されない時点でも学校の判断で登
校の指示(メール等により)をする場合
有。 

登校後 

原則として授業
を中止し、安全
確認まで、生徒
は学校に待機さ
せ、安全確認後
保護者へ引き渡
す。 

・安全に帰宅できることが確認されるま
で学校に待機する。 
・安全に帰宅できる事が確認された後、
保護者と協議した上で原則として保護者
又は親類等で身元の明らかな者とともに
帰宅する。 



２ 東海地震等地震情報発令時 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒が学校にいる場合 
（学校の対応） 

生徒が自宅にいる場合 
(生徒の対応) 

東海地震に関連
する調査情報 
東海地震に関連する

調査が行われた場合

に発表される情報 

・原則として平常の活動を継続する。 
・必要に応じて、引渡しの準備を開始
する。 

・テレビ、ラジオ等の最新
の情報に注意する。 
・原則として平常どおり登
校する。 

東海地震 
注意情報 

観測された現象が東

海地震の前兆現象で

ある可能性が高まっ

た場合に発表される

情報 

・授業を中止し、原則として全校生徒
を学校に留め置く。 
・保護者が迎えに来た場合には引き渡
す。 
・学校に留め置いた生徒は、注意情報
解除後に下校させる。 

・テレビ、ラジオ等の最新
の情報に注意する。 
・原則として休校とする。 
・自宅等安全な場所で待機
する。 

東海地震 
予知情報 

(警戒宣言発令) 
東海地震が発生する

おそれが認められ、

「警戒宣言」が発表

される情報 

・授業を中止し、原則として全校生徒
を学校に留め置く。 
・保護者は、危険防止のため学校に来
ない。 
・学校に留め置いた生徒は、予知情報
解除後に下校させる。 

・テレビ、ラジオ等の最新
の情報に注意する。 
・原則として休校とする。 
・自治体等の防災計画に従
って安全な場所へ避難す
る。 



３  Ｊアラートによる緊急情報の発信時 
登校前 ・安全が確認できるまで自宅待機や安全な場所への避難 

登下校中 

・近くの建物（できればコンクリート造り等頑丈な建物）や地下に避難する。 

・建物がない場合は、物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。 

・電車やバス等に乗車している場合は、事業者等の指示に従う。 

・安全を確認後、登校中は登校、下校中は帰宅する。 

授業中 
・教育活動を中止し、速やかに屋内（校舎等）に避難する。 

・屋内（校舎等）にいる場合は、できる限り窓から離れる。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 


